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公益財団法人 掛川市生涯学習振興公社 



 

令和元年度  事業の概要 

  令和元年度は財団が管理運営している文化会館シオーネ、生涯学習センター、美館ホール、二の

丸美術館、ステンドグラス美術館の 5 施設の指定管理期間が満了を迎えるため、掛川市と財団のあ

り方について検討を重ねた年でありました。その中で財団として、掛川市が策定した文化振興計画

（平成 27 年 2 月施行）と財団が策定した目指す姿（平成 30 年８月改正）に基づき、様々な文化芸

術事業を通じて文化振興を図ってまいりました。特に二の丸美術館展覧会｢難攻不落の山城 高天神

城と江戸の華 横須賀城｣展の関連講座「磯田道史講演会－掛川で歴史を語る－」では郷土の災害史

や高天神城、横須賀城をテーマに講演を開催し、多くのお客様に掛川の歴史や背景、遺構への関心

を高める講座となりました。 

   

公共施設の管理運営受託事業については、５施設の指定管理者として管理運営を行ってきました。 

文化会館シオーネは延べ 77,894 人(昨年度比Δ9,216 人)の利用があり、年間の利用料金収入は

7,820,320 円(昨年度比Δ1,376,530 円)でした。生涯学習センターは延べ 146,637 人（昨年度比Δ

10,905人）の利用があり、利用料金収入は 23,565,550円(昨年度比Δ1,814,445円)でした。美感ホ

ールは延べ 16,766人(昨年度比△1,652人)の利用があり、利用料金収入は 4,383,930円(昨年度比△

431,035 円)でした。３施設とも新型コロナウイルスの影響で年度末の貸館の予定がキャンセルとな

ったことに加え、指定管理者の変更に伴い利用者からの前納金を次期指定管理者に譲渡したため利

用人数、利用料金収入ともに昨年度を下回りました。 

３施設ともに掛川市の文化振興受託事業、財団の自主事業の他、吹奏楽、オーケストラの演奏会

をはじめ、ピアノ、ダンス、舞踊など各種団体の練習や発表の場として幅広い利用をいただきまし

た。 

 

ステンドグラス美術館は 22,694 人（昨年度比△4,693 人）の入館者があり、入館料は 6,720,462

円（昨年度比△1,478,678 円）、グッズの売上手数料収入は 1,531,719 円（昨年度比Δ22,047 円）

でした。 

二の丸美術館の入館者は 23,922 人(昨年度比Δ3,847 人)、入館料は 1,691,860 円(昨年度比Δ

420,150円)、グッズ売上手数料収入は 721,327円（昨年度比△211,093円）でした。 

両美術館とも新型コロナウイルス感染拡大防止策のため、2月 28日から休館としたため、入館者、

入場料、グッズ売上ともに昨年を下回る結果となりました。 

ステンドグラス美術館では夜間延長開館の実施や、12 月のイルミネーションライトアップ点灯式

では、｢掛川ひかりのオブジェ展｣の開会式を合同にて西側公園で行い、ステンドグラスの美と光と

音楽が融合した冬のイベントを盛り上げることができました。今後も掛川城など近隣文化施設と連

携し、街中のイベント時にも積極的に参加し誘客を図り、入館者を増やすように努めていきます。  

二の丸美術館では拡大鏡の貸し出しや英語版のパンフレットの作成、また「難攻不落の山城 高天

神城と江戸の華 横須賀城」では前年度の｢掛川城と高知城｣展に続いて掛川市の地域資源を再発見

し、まちの魅力をを再認識できるよう関連事業として両城での現地見学会を実施しアウトリーチを

活かした内容の深い展示会となり、美術愛好家だけでなく市民からも高い評価を得ることができま



 

した。「はんが遊園地」では（一財）地域創造の助成金を活用し、掛川市を含む 5 館で巡回展を行

いました。運営費を軽減させるだけでなく他館との連携、協力ができ、子ども連れのお客様など約

4,000人の来館者がありました。 

 

次に掛川市からの文化芸術受託事業についてです。シオーネロビーコンサート、市役所でのピア

ノミニコンサートなどを行い、市民へ鑑賞機会を提供するとともに、市内 17団体の芸術活動に対し

助成を行い、芸術団体の文化意識の高揚に努めました。新型コロナウイルス等の影響で 7 団体が公

演を自粛したため、助成をすることができなくなりました。 

また市内への出前コンサートを小中学校・幼稚園・保育園・幼保園・特別支援学校等 31箇所で行

ったほか、文化協会の協力をいただき生活文化の出前授業として 9箇所にて行いました。 

その他ホール事業においては、「0歳からのファミリーコンサート」、「南こうせつコンサート」、「シ

オーネなみなみコンサート」を開催し、市民合唱団 kakegawa シティコーラス（120 人参加）とダン

スチーム（45 人参加）には事業への支援を行い、「kakegawa シティコーラスの演奏会」、「ダンス演

劇わたげ公演」を開催し多くの来場者がありました。3月に予定していたシオーネスプリングコンサ

ートは新型コロナウイルス感染予防のため中止といたしました。 

 自主事業としては 9事業を実施しました。3月に収益事業で予定していたシオーネ寄席はコロナ感

染予防のため中止としました。公益自主事業では「吉田兄弟×レ・フレールコンサート」、「昇太・

たい平二人会」、「松竹大歌舞伎」等を行い多くの来場者に感動を与えることができました。かけが

わ文化未来塾では「文学講座」に 78人、「歌舞伎プレセミナー」に 140人、「チルドレンシオーネジ

ャズ」に 95人の参加をいただきました。また特定費用準備資金を活用した「磯田道史講演会－掛川

で歴史を語る－」には 594 人、「ステンド体験講座中学生ロゴマーク制作」には 24 人、寄附金を活

用した「ステンド西側公園コンサート」には 181人の参加をいただきました。 

 美術館受託事業ステンドグラス体験講座では大須賀中央公民館や原田小学校に出前を行うなどし

て 163 人の参加をいただき、本物の芸術に触れ、制作体験する事業を行いました。また、二の丸美

術館・ステンドグラス美術館両館で 4回の講座・講演会の他、「写生大会」や「親子感想文コンクー

ル」、「ミュージアムコンサート」、「写真パネル展示」などを行い合計で 2,430人の参加をいただき、

芸術に興味を持っていただく機会を提供しました。 

 

終わりに、令和元年度で文化施設３館の指定管理が終了しました。これまで多くの市民の皆様と

文化施設の管理業務をとおして知り合い、ご協力をいただいてきました。今後はその繋がりを文化

振興事業や美術館事業に活かすとともに、市民の活気あふれる文化活動を支える役目を果たしてい

きたいと考えております。 

令和元年度の終盤から新型コロナウイルスの影響で事業が中止・延期になるなど、計画を変更せ

ざるを得ない状況となり、令和２年度のスタートも理想と違ったものになりました。しかし、目指

す姿に掲げた使命と戦略をもって、公益財団法人の果たす役割を認識し、文化振興の推進役として

の専門性や企画力を備えた組織として、掛川市文化振興計画に沿った多彩な芸術に触れる機会の提

供などを実施し、掛川市民が心豊かに生きる力を育むことができるようまちづくりに寄与していく

所存です。 



 

 



 

 



 

 


